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占
領
下
横
浜
の
姿
は
、
多
く
の
写
真
に
記

録
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、「
占
領
軍
の
い
た

街

－

戦
後
横
浜
の
出
発
」
と
題
し
て
開
催
す

る
写
真
パ
ネ
ル
展
で
は
、
占
領
下
と
占
領
終

了
直
後
を
中
心
に
、
横
浜
の
街
並
と
人
々
を

撮
影
し
た
写
真
を
展
示
す
る
。

こ
れ
ま
で
占
領
す
る
側
、
つ
ま
り
米
軍
が

撮
影
し
た
写
真
は
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

占
領
さ
れ
る
側
、
つ
ま
り
日
本
人
が
撮
影
し

た
占
領
期
の
写
真
は
あ
ま
り
ま
と
ま
っ
て
紹

介
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
今
回

の
展
示
会
で
は
、
そ
の
両
者
の
視
点
で
占
領

下
の
横
浜
を
と
ら
え
る
こ
と
に
努
め
た
。

一
方
、
占
領
下
横
浜
を
対
象
と
し
た
記
録

文
学
や
、
占
領
期
の
横
浜
を
舞
台
と
し
た
小

説
も
、
当
時
の
姿
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
占

領
下
に
暮
ら
す
日
本
人
に
と
っ
て
、
占
領
と

は
何
だ
っ
た
の
か
、
米
兵
や
ア
メ
リ
カ
の
文

化
・
生
活
は
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
の
か
。

以
下
、
代
表
的
な
い
く
つ
か
の
作
品
に
描

が
れ
た
占
領
下
の
横
浜
を
紹
介
し
、
写
真
と

は
違
っ
た
か
た
ち
で
占
領
下
横
浜
の
様
相
を

見
て
い
き
た
い
。
そ
の
前
に
、
ま
ず
占
領
・

進
駐
の
経
緯
と
概
略
を
述
べ
て
お
こ
う
。

横
浜
の
占
領

占
領
軍
の
進
駐
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二

〇
）
年
八
月
三
〇
日
、
厚
木
飛
行
場
と
横
須

賀
か
ら
始
ま
っ
た
。そ
の
日
、マ
ッ
カ
ー
サ
ー

総
司
令
官
が
厚
木
飛
行
場
に
降
り
立
っ
た
こ

と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
厚
木
飛
行
場
で
待
機
し
て
い
た

日
本
政
府
代
表
に
面
会
も
せ
ず
に
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
が
横
浜
に
入
っ
た
こ
と
は
、
意
外

と
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
一
一
空
挺
師
団
の
兵
士
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と

戦
闘
服
に
身
を
包
み
、
小
銃
を
肩
に
か
つ
い

だ
実
戦
態
勢
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
共
に
横

浜
に
入
り
、
関
内
地
域
を
占
領
下
に
置
い
た
。

横
浜
は
、
日
本
本
土
で
最
初
に
占
領
さ
れ

た
大
都
市
と
な
っ
た
。
そ
の
後
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
、
九
月
一
七
日
ま
で
横
浜
に
留
ま
る
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
去
っ
た
後
も
、
米
第
八
軍

が
横
浜
に
司
令
部
を
置
き
、
当
初
は
東
日
本
、

翌
年
初
め
か
ら
は
全
国
の
占
領
軍
政
を
管
理

す
る
任
務
を
負
っ
た
。
そ
の
た
め
、
占
領
期

間
を
通
じ
て
横
浜
に
は
、
多
く
の
米
軍
施
設

が
置
か
れ
、
大
勢
の
米
軍
将
兵
が
駐
屯
し
た
。

そ
の
結
果
、
横
浜
市
内
の
広
大
な
土
地
と

多
く
の
建
物
が
接
収
さ
れ
た
。
接
収
面
積
が

最
大
に
達
し
た
と
思
わ
れ
る
一
九
五
一
（
昭

和
二
六
）
年
一
〇
月
現
在
、
沖
縄
を
除
く
全

国
の
接
収
面
積
の
内
、
横
浜
は
約
六
二
・

三
％
を
占
め
て
い
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
置
か
れ
た

東
京
は
、
約
二
・
二
％
に
過
ぎ
な
い
。
宅
地

に
限
っ
て
も
、
横
浜
が
約
六
一
・
三
％
を
占

め
、
東
京
も
約
一
九
・
四
％
と
は
ね
上
が
る

が
、
横
浜
と
は
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。（
以

上
の
数
字
は
、
横
浜
市
総
務
局
『
横
浜
市
の

接
収
と
復
興
』
一
九
五
八
年
に
よ
る
）

つ
ま
り
、
全
国
の
大
都
市
の
中
で
も
、
市

街
地
の
接
収
比
率
は
、
横
浜
が
圧
倒
的
に
高

か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
第
八
軍
に
続

い
て
在
日
兵
站
司
令
部
が
横
浜
に
置
か
れ
る

な
ど
、
接
収
期
間
も
長
引
い
た
。
横
浜
の
接

収
解
除
が
本
格
的
に
進
む
の
は
、
一
九
五
〇
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●占領された街

年
代
の
半
ば
以
降
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
横

浜
は
最
も
復
興
の
遅
れ
た
大
都
市
と
も
い
わ

れ
た
。

獅
子
文
六
と
「
や
っ
さ
も
っ
さ
」

横
浜
生
ま
れ
、
あ
る
い
は
横
浜
に
住
ん
だ

作
家
は
多
い
が
、
横
浜
を
舞
台
と
し
た
作
品

は
実
は
少
な
い
。
し
か
も
戦
後
と
な
る
と
、

山
本
周
五
郎
の
「
季
節
の
な
い
街
」
と
獅
子

文
六
の
「
や
っ
さ
も
っ
さ
」
く
ら
い
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

獅
子
文
六
は
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
、

横
浜
弁
天
通
に
生
ま
れ
、
老
松
小
学
校
に
通

う
が
、
父
の
死
後
転
校
し
て
東
京
に
移
る
。

そ
の
後
、
横
浜
に
住
む
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

と
き
お
り
横
浜
に
は
足
を
運
ん
だ
。
一
九
六

九
（
昭
和
四
四
）
年
、
文
化
勲
章
授
章
の
直

後
に
死
去
し
て
い
る
。

「
や
っ
さ
も
っ
さ
」
は
一
九
五
二
（
昭
和

二
七
）
年
に
『
毎
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
、

同
年
新
潮
社
か
ら
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
。
翌
年
に
松
竹
で
映
画
化
さ
れ
、
淡
島
千

景
が
主
人
公
を
演
じ
た
。
米
兵
と
日
本
人
女

性
の
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
収
容
す

る
孤
児
院
を
主
舞
台
に
、
伊
勢
佐
木
町
や
馬

車
道
、
野
毛
な
ど
占
領
下
横
浜
の
街
並
と
風

俗
が
た
っ
ぷ
り
と
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
孤

児
院
を
取
り
仕
切
る
女
性
が
主
人
公
で
、
米

軍
将
校
や
あ
や
し
げ
な
外
国
人
バ
イ
ヤ
ー
な

ど
、
占
領
下
ら
し
い
人
物
が
登
場
す
る
。

バ
ス
で
移
動
中
の
風
景
と
し
て
、
一
帯
を

接
収
さ
れ
て
兵
舎
な
ど
が
建
ち
並
ぶ
中
心
市

街
地
を
描
写
し
、「
日
本
全
国
で
、
横
浜
ほ
ど
、

戦
争
の
大
波
を
、
頭
か
ら
カ
ブ
っ
た
と
こ
ろ

は
な
い
。
戦
災
の
被
害
も
大
き
か
っ
た
が
、

戦
後
の
受
難
が
特
別
だ
っ
た
。」
と
、
全
国

の
接
収
地
の
六
割
二
分
を
占
め
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
そ
う
い
う

横
浜
で
あ
る
こ
と
を
、
知
っ
て
置
い
て
貰
う

と
、
こ
の
小
説
も
、
少
し
は
面
白
く
な
る
だ

ろ
う
」
と
、
占
領
下
の
横
浜
が
小
説
の
背
景

と
し
て
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
強
調

す
る
の
で
あ
る
。

野
球
選
手
（
映
画
で
は
佐
田
啓
二
が
演
じ

た
）
に
横
浜
を
案
内
す
る
シ
ー
ン
で
も
、
主

人
公
に
「
こ
こ
が
、
旧
の
税
関

－

八
軍
の
司

令
部
か
ら
、
今
は
、
兵
站
司
令
部
に
な
っ
て

る
の
。（
中
略
）
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
、
こ
こ

で
、
占
領
政
策
の
最
初
の
指
揮

を
し
た
の
よ
」
と
語
ら
せ
て
い

る
。
日
本
占
領
の
な
か
で
、
横

浜
が
占
め
る
位
置
を
正
確
に
よ

く
表
現
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
和
条
約
の
発
効
に

よ
っ
て
、
横
浜
の
接
収
解
除
が

進
み
、
座
間
・
相
模
原
へ
と
米

軍
施
設
が
移
っ
て
い
く
こ
と

が
、
土
地
売
買
を
め
ぐ
る
事
件

の
背
景
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。「
や
っ
さ
も
っ
さ
」
は
ま

さ
に
、
占
領
か
ら
占
領
の
終
結

に
か
け
て
の
横
浜
を
舞
台
に

描
か
れ
た
貴
重
な
小
説
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

「
故
郷
見
物
」
「
横
浜
見
物
」

一
方
、
同
じ
頃
獅
子
文
六
は

横
浜
を
何
度
か
訪
れ
、
そ
の
記

録
を
残
し
て
い
る
。
一
つ
は
自
ら
随
筆
に

ま
と
め
た
「
故
郷
見
物
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
、
日
本
貿

易
博
覧
会
が
開
か
れ
て
い
る
横
浜
を
宮
田
画

伯
（
宮
田
雅
之
か
）
と
共
に
訪
れ
た
際
の
感

想
を
ま
と
め
た
も
の
で
、『
随
筆　

山
の
手

の
子
』（
創
元
社
、
一
九
五
〇
年
）
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。

横
浜
に
入
っ
た
二
人
は
、「
博
覧
会
に
一

顧
も
払
は
ず
」
横
浜
の
中
心
部
に
向
か
い
、

ま
ず
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
を
訪
ね
た
。

そ
の
屋
上
か
ら
眺
め
る
横
浜
の
街
並
は
、「
焼

跡
の
惨
状
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
焼
ビ

ル
は
完
全
に
補
修
さ
れ
、
デ
ペ
ン
デ
ン
ト
・

ハ
ウ
ス
は
程
よ
く
空
地
を
埋
め
、
屋
根
ま
た

屋
根
で
あ
る
。」
と
、
一
見
復
興
が
進
ん
で

い
る
よ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は

米
軍
施
設
に
よ
る
も
の
で
、「
街
を
歩
く
軍

人
や
そ
の
家
族
の
数
が
、
東
京
の
五
倍
も
十

倍
も
多
く
感
じ
ら
れ
る
」
と
い
う
。
デ
ペ
ン

デ
ン
ト
・
ハ
ウ
ス
と
は
、
米
軍
将
兵
の
家
族

住
宅
の
こ
と
で
あ
る
。

米
軍
施
設
が
集
ま
る
地
域
は
、
ま
る
で
西

洋
の
よ
う
で
横
浜
新
名
所
と
も
言
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、獅
子
文
六
は「
こ
の〝
西
洋
〟は
、

そ
れ
ほ
ど
羨
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。」
と

い
う
。
そ
れ
ら
の
米
軍
施
設
は
、「
す
べ
て

ガ
サ
ガ
サ
と
、
白
ッ
ぽ
い
、
急
造
の
雰
囲
気

で
あ
る
。
バ
ラ
ッ
ク
の
世
界
で
あ
る
。」
と

表
現
し
、
自
分
は
「
べ
つ
に
こ
ゝ
に
住
み
た

い
と
も
感
じ
な
か
っ
た
。」
と
そ
っ
け
な
い
。

日
本
、
そ
し
て
横
浜
の
伝
統
と
文
化
を
知
る

文
化
人
の
自
負
で
あ
ろ
う
か
、
表
層
的
な
ア

メ
リ
カ
文
化
を
客
観
的
に
冷
め
た
眼
で
見
て

い
る
。

そ
れ
か
ら
山
手
、
根
岸
、
中
華
街
、
元
町
、

伊
勢
佐
木
町
、
野
毛
な
ど
を
廻
り
、
そ
れ
ぞ

れ
感
想
を
記
し
て
い
る
。
と
く
に
、
占
領
下

に
置
か
れ
た
こ
と
に
よ
る
変
化
に
眼
を
向
け

る
。
獅
子
文
六
が
生
ま
れ
た
弁
天
通
周
辺
も

接
収
の
た
め
、
横
浜
商
人
の
街
も
「
今
や
全

く
消
滅
し
た
。」「
界
隈
（
カ
ル
チ
ェ
）
そ
の

も
の
が
見
当
た
ら
な
い
。」
と
な
げ
く
。
伊

勢
佐
木
町
で
も
、「
行
人
の
九
割
は
、
占
領

地
の
秩
序
を
保
つ
兵
隊
さ
ん
」
と
そ
の
家
族

だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
占
領
軍
の
街
と
な
っ

た
横
浜
を
評
し
て
、「
敗
戦
の
縮
図
」
と
表

現
し
て
い
る
。

米軍住宅の並ぶ山下公園と海岸通り　1950年代前半　　　　　　　　　　　横浜市史資料室
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●占領された街

も
う
一
つ
の
記
録
は
、
雑
誌
『
キ
ン
グ
』

が
行
っ
た
企
画
「
文
六
先
生
横
浜
を
行
く
」

で
あ
る
。
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
に
ミ

ス
横
浜
と
共
に
横
浜
を
訪
ね
、
六
月
号
に
そ

の
取
材
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。「
故
郷
見
物
」

と
同
じ
よ
う
な
地
域
を
廻
っ
て
い
る
。
す
で

に
占
領
は
終
了
し
て
い
た
が
、
こ
の
頃
は
ま

だ
占
領
下
の
様
相
が
色
濃
く
残
っ
て
い
た
。

獅
子
文
六
自
身
も
「
横
浜
見
物
」
と
題

す
る
手
記
を
寄
せ
、「
私
は
戦
後
の
横
浜
に
、

故
郷
贔
屓
を
離
れ
て
も
、
同
情
を
寄
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
こ
の
都
市
ほ
ど
、
敗
戦
の
激
浪

を
真
っ
向
か
ら
浴
び
た
と
こ
ろ
は
な
い
。」

と
述
べ
、「
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
色
も
、
こ
ゝ

が
一
番
強
い
。
な
に
か
、
日
本
の
縮
図
の
よ

う
な
都
市
で
は
な
い
か
。」と
、「
や
っ
さ
も
っ

さ
」「
故
郷
見
物
」
と
同
様
の
趣
旨
で
、
戦
後

の
横
浜
を
評
し
て
い
る
。

八
木
義
徳
の
「
ヨ
コ
ハ
マ
」

戦
後
の
横
浜
を
よ
く
知
る
人
々
に
と
っ
て
、

こ
う
し
た
認
識
は
共
通
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
八
木
義
徳
は
随
筆
「
ヨ
コ
ハ
マ
」（
高
見

順
編
『
目
撃
者
の
証
言
』
青
銅
社
、
一
九
五

二
年
）
の
な
か
で
、「
戦
後
、
一
望
の
焦
土

と
化
し
た
横
浜
に
は
急
速
に
家
が
建
ち
は
じ

め
ま
し
た
。」「
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
建
て
ら

れ
た
の
は
日
本
人
の
家
で
は
な
く
、
進
駐
軍

兵
士
の
宿
舎
で
し
た
。」
と
、
占
領
下
の
実

情
を
指
摘
す
る
。

八
木
は
戦
後
横
浜
の
特
質
を
、「
軍
事
基

地
ヨ
コ
ハ
マ

－

こ
れ
が
戦
後
横
浜
の
決
定
的

な
変
貌
で
あ
り
、
同
時
に
戦
後
横
浜
の
決
定

的
な
性
格
で
あ
り
ま
す
。」
と
言
い
切
っ
て

い
る
。「
海
岸
通
り
の
大
き
な
ビ
ル
と
い
う

ビ
ル
の
屋
上
に
は
す
べ
て
星
条
旗
が
高
々
と

掲
げ
ら
れ
」、「
横
浜
は
「
占
領
」
さ
れ
」、「
外

国
人
の
、
特
に
外
国
軍
隊
の
街
と
な
っ
た
」。

そ
し
て
、戦
後
七
年
間
を
「
軍
都
ヨ
コ
ハ
マ
」

と
し
て
生
き
て
き
た
、
つ
ま
り
米
軍
に
寄
生

し
て
き
た
と
ま
で
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
昔
の
ハ
マ
へ

の
思
い
で
あ
っ
た
。
八
木
は
一
九
一
一
（
明

治
四
四
）
年
北
海
道
生
ま
れ
で
、
戦
後
横
浜

に
移
り
住
み
、
晩
年
は
町
田
に
移
っ
て
一
九

九
九
（
平
成
一
〇
）
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

「
ヨ
コ
ハ
マ
」
の
冒
頭
で
八
木
は
、
大
佛
次

郎
と
声
楽
家
の
佐
藤
美
子
が
横
浜
の
街
を

歩
い
て
「
昔
の
ハ
マ
は
な
く
な
っ
た
」
と
嘆

息
を
も
ら
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
し
て
い
る
。

戦
前
、
早
稲
田
の
学
生
だ
っ
た
頃
に
よ
く

横
浜
を
訪
れ
た
八
木
に
と
っ
て
も
、
思
い
は

同
じ
だ
っ
た
。
国
際
的
な
貿
易
都
市
の
活
気

と
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
風
景
で
、「
横
浜
に
は

横
浜
ら
し
い
独
特
の
風
格
」
が
あ
り
、
そ
の

「
ハ
マ
の
魅
力
」
に
ひ
か
れ
て
、
東
京
か
ら

も
「
ヨ
コ
ハ
マ
見
物
」
に
人
が
訪
れ
た
の
だ

と
戦
前
を
振
り
返
る
。
し
か
し
、「
そ

の
昔
の
横
浜
は
明
ら
か
に
な
く
な
」
っ

た
、
そ
の
要
因
は
戦
災
と
占
領
だ
と
指

摘
す
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
「
新
し
い

横
浜
は
ま
だ
生
ま
れ
て
な
い
。
現
在
の

横
浜
は
撹
拌
さ
れ
な
が
ら
胎
動
し
て
い

る
」と
、将
来
に
期
待
を
寄
せ
て
終
わ
っ

て
い
る
。

「
ヨ
コ
ハ
マ
の
日
本
人
町
」

高
見
順
編
『
目
撃
者
の
証
言
』
に
は

も
う
一
つ
、
宮
内
寒
弥
の
「
ヨ
コ
ハ
マ

の
日
本
人
町

－

野
毛
町
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
宮
内
寒

弥
は
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
岡
山
生

ま
れ
の
作
家
、一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）

年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
宮
内
は
、
野

毛
は
「
横
浜
の
日
本
人
町
」
で
あ
り
、「
占

領
の
落
し
児
」だ
と
も
い
う
。「
占
領
に
よ
っ

て
焼
跡
に
生
れ
、
ま
た
、
占
領
に
よ
っ
て
成

長
し
繁
栄
し
て
来
た
町
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

横
浜
は
「
日
本
の
身
代
り
に
な
っ
た
」
と

も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
全
国
の
六
割
以
上
の

接
収
地
を
引
き
受
け
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

た
と
え
ば
「
ハ
マ
の
繁
華
街
伊
勢
佐
木
町
は

完
全
に
ア
メ
リ
カ
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ

た
」。
た
し
か
に
、
一
・
二
丁
目
あ
た
り
に

は
米
軍
の
Ｐ
Ｘ
・
ク
ラ
ブ
の
他
、
ス
ー
ベ
ニ

ア
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
米
兵
相
手
の
店
が
多
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
自
ず
と
日
本
人
は
そ
の
隣
の

野
毛
に
流
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

野
毛
に
は
闇
市
か
ら
始
ま
り
、
カ
ス
ト
リ

横
丁
・
ク
ジ
ラ
横
丁
・
く
す
ぶ
り
横
丁
な

ど
と
呼
ば
れ
る
飲
食
街
が
出
来
上
が
っ
た
。

横
浜
で
は
、
中
華
街
と
並
ぶ
日
本
人
の
繁
華

街
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
日
本
人
街
は
、
米
兵

の
立
入
が
原
則
禁
じ
ら
れ
る
「
オ
フ
リ
ミ
ッ

ツ
」
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
実
際
、
野
毛
に

は
あ
ま
り
米
兵
も
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
よ

う
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
実
は
占
領
下
の
横
浜
で
は
、

接
収
さ
れ
て
ま
さ
に
米
軍
の
街
と
な
っ
た
地

域
と
、
日
本
人
が
中
心
の
日
本
人
街
が
共
存

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
が
合
わ

さ
っ
て
、
占
領
下
の
横
浜
を
形
成
し
て
い
た

と
い
え
よ
う
。

占
領
下
の
横
浜
に
は
、
米
軍
の
街
と
日
本

人
の
暮
ら
す
街
が
共
存
し
、
お
互
い
に
微
妙

な
影
響
を
与
え
あ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
羽
田
博
昭
）

左から佐藤美子、大仏次郎、飛鳥田一雄　1967（昭和42）年頃　飛鳥田一雄資料

八木義徳（左）と牧野勲　年不詳
　牧野勲関係資料




